
よくあるご質問について

茨城県疾病対策課感染症対策室
2025年４月４日時点
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問インフルエンザ等の警報・注意報は、今後も活用可能か？

（回答）
・現在、厚生労働省と国立感染症研究所が、定点数の変更によるインフルエンザ等の警報・
注意報への影響について確認を進めている状態であり、今後、方針が決まり次第お示しいたします。
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問医療機関は、定点や病原体定点からの結果をどのように活用することができますか？

（回答）
・患者定点や病原体定点から集まった情報をもとに、医療機関が利用しやすいよう本県の感染症情報を提供
してまいります。

・また、病原体定点から収集された検体の検査結果については、インフルエンザ・COVID-19 のほか、RSウ
イルス、ヒトメタニューモウイルス等の動向も示す予定です。

・各種の感染症の発生動向を参考としていただき、医師による診断の目安、検査試薬の選択の判断、検査
キットや薬剤の発注等にご活用いただけることを想定しています。



問今までの病原体定点では、検査結果が陽性の検体を提出していたが、令和７年４月７日から始まる急性
呼吸器感染症病原体定点では、検査結果にかかわらず検体を提出することで間違いないですか？

（回答）
・はい、間違いありません。
急性呼吸器感染症病原体定点につきましては、検体の検査結果にかかわらず、検体を提出いただきますよう
お願いいたします。

病原体定点7
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問令和７年４月７日から始まる急性呼吸器感染症病原体定点では、インフルエンザ及びCOVID-19の型別
検査は実施しますか。

病原体定点

（回答）
・衛生研究所で実施する検査で、インフルエンザ又はCOVID-19の検査結果が陽性の場合は、インフルエンザは
型別検査、COVID-19についてはゲノム解析を実施いたします。



問急性呼吸器感染症病原体定点から提出された検体について、衛生研究所で実施した検体の検査結果は、
どのように還元されますか。

（回答）
・令和７年４月７日からも今までと同様に、衛生研究所からご報告いたします。

病原体定点9

問病原体定点の医療機関から検体を提出する際に添付する「一類感染症、二類感染症、三類感染症、四
類感染症、五類感染症、新型インフルエンザ等感染症及び指定感染症検査票（病原体）（別記様式
１）」（以下、検査票とする）について、諸事情により、令和７年４月７日に施行される新しい検査
票を提出できない場合、どうすればよいでしょうか。
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（回答）
・新しい検査票を提出できない場合は、旧検査票（令和５年５月26日改訂版）の［その他特記事項］に、
以下の項目を記載いただき提出いただきますようお願いいたします。
➣ 急性呼吸器感染症病原体定点の場合：急性呼吸器感染症定点である旨
➣ 全自動遺伝子解析装置等による検査の有無及び検査を実施した場合：検出された病原体名
➣ SARS-CoV-2迅速診断検査実施の有無及び検査を実施した場合：検査キットのメーカー名、検査実

施日、検査結果（陽性・陰性）



問急性呼吸器感染症病原体定点の医療機関から提出された検体の検査結果について、茨城県感染症発生
動向調査事業検査指針の様式２（感染症発生動向調査事業に係る病原体検査のお願い）では、「検査
結果につきましては、患者の皆様の治療に役立てていただくため、主治医にご連絡いたしますので、
ご説明をお受けください。」と記載があるが、陰性も含め全例において患者様に説明をしなければな
らないでしょうか？また、茨城県感染症病原体等検査実施要領の様式１（検体等の提供及び積極的疫
学調査のお願い）には「主治医からご連絡」は明記はされていないが、違いは何ですか。
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（回答）
・患者様への説明の要否については、医師の判断にて必要に応じ検査結果を患者様にお伝えいただきます
ようお願いいたします。

・茨城県感染症病原体等検査実施要領の様式１は、感染症の発生の状況、動向及び原因の調査に係る検査
を行う場合及びその他、保健所長又は疾病対策課長が調査の実施を必要と認めた場合に使用する様式で
あるため「主治医からのご連絡」は記載していません。


